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格
差
、
環
境

に
次
い
で
難

民
、
移
民
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課

題
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
人

が
広
い
土
地
を
求
め
て
、
南

米
な
ど
へ
渡
っ
た
開
拓
の
た

め
の
移
住
と
は
全
く
違
う
。

現
在
の
移
民
は
人
口
密
度
と

は
無
関
係
に
仕
事
を
求
め
て

や
っ
て
来
る
。
関
空
が
で
き

た
時
、
本
紙
は
将
来
の
問
題

と
し
て
言
及
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
不

法
移
民
を
許
さ
ん
と
明
言
し

て
い
た
の
で
、
相
応
の
実
行

は
す
る
だ
ろ
う
。
四
方
を
海

に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
長

壁
を
築
く
と
い
う
発
想
は
想

像
も
で
き
な
い
が
、
一
見
普

通
の
観
光
客
が
そ
の
ま
ま
日

本
の
社
会
に
溶
け
込
む
の
は

経
済
事
情
と
の
関
連
で
実
態

で
あ
り
、
政
治
の
枠
組
み
か

ら
対
処
で
き
そ
う
に
な
い
。

　

政
治
と
い
う
人
の
つ
く
っ

た
ル
ー
ル
は
、
そ
の
下
部
構

造
で
あ
る
自
然
な
経
済
の
変

化
で
す
ぐ
に
間
尺
が
合
わ
な

く
な
り
、
違
反
が
大
雨
の
よ

う
に
降
り
注
ぎ
だ
す
。

　

そ
こ
で
、
人
は
政
治
に
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
を
熱

望
す
る
。
か
く
し
て
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
が
力
を
得
る
構
図
は

ヒ
ト
ラ
ー
台
頭
の
時
に
酷
似

し
て
い
る
の
を
今
こ
そ
振
り

返
っ
て
直
視
し
よ
う
。

今日の数字

374億円
　大阪市営地下鉄の2015年度
の経常黒字額（過去最高益）。
吉村市政は民営化の方針。

基基  

軸軸
財
政
政
策
と
社

財
政
政
策
と
社

会
保
障
の
行
方

会
保
障
の
行
方
❼❼

関
西
大
学
商
学
部
教
授
・
鶴
田
廣
巳
氏
に
聞
く

関
西
大
学
商
学
部
教
授
・
鶴
田
廣
巳
氏
に
聞
く

福
祉
医
療
費
助
成
の
改
悪
撤
回
を
求
め
る
役
員
ら

＝
10
日
、
府
庁
舎
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「健康は健口から」と
訴える足立了平氏
＝３日、Ｍ＆Ｄホール

　

前
回
（
11
月
５
日
付
）、

社
会
保
障
の
拡
充
が
生
産
や

消
費
、
雇
用
の
創
出
を
生
み

出
し
国
内
経
済
を
下
支
え
す

る
国
民
経
済
上
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
効
果

が
あ
る
点
を
指
摘
し
た
。
社

会
保
障
を
拡
充
し
、
国
内
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
「
社
会

保
障
優
先
型
の
経
済
」
を
確

立
す
る
こ
と
が
経
済
再
生
の

重
要
な
鍵
と
な
る
。

普
遍
主
義

―
―
社
会
保
障
優
先
型
の
経

済
政
策
実
現
に
向
け
て
何
が

求
め
ら
れ
る
か
。

　

社
会
保
障
優
先
型
の
経
済

政
策
へ
の
大
転
換
を
進
め
る

た
め
に
は
、
歳
出
と
歳
入
の

構
造
を
一
体
的
に
改
革
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
財
政
支
出

の
優
先
順
位
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

　

財
政
支
出
に
つ
い
て
は
、

普
遍
主
義
に
立
脚
す
る
福
祉

型
財
政
へ
の
転
換
が
必
要

だ
。
教
育
・
医
療
・
介
護
な

ど
す
べ
て
の
国
民
が
平
等
に

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
福
祉
政

策
で
あ
る
。
社
会
保
障
の
給

付
を
限
定
す
る
選
別
主
義
の

方
向
を
断
ち
切
る
こ
と
だ
。

70
年
代
に
〝
流
産
〞
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
本
格
的
な
福

祉
国
家
へ
の
方
向
性
を
も
う

の
見
直
し
に
よ
り
、
医
療
・

介
護
・
年
金
・
子
育
て
・
教

育
な
ど
国
民
ニ
ー
ズ
の
高
い

歳
出
項
目
か
ら
優
先
的
に
支

出
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

こ
れ
は
公
共
事
業
な
ど
の

支
出
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。

　

公
共
事
業
の
本
丸
で
あ
る

「
道
路
」
を
例
に
あ
げ
る
。

　

政
府
の
「
道
路
の
中
期
計

画
」（
２
０
０
７
年
）
で

は
、
08
年
度
か
ら
17
年
度
の

10
年
間
で
、
事
業
費
総
予
算

額
は
59
兆
円
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
内
、
70
％
近
く
が

高
速
道
路
へ
の
投
資
だ
。
交

通
事
故
対
策
や
通
学
路
の
歩

道
整
備
な
ど
に
は
10
％
程
度

に
留
ま
っ
て
い
る
。
高
速
道

路
よ
り
も
、
多
く
の
国
民
が

受
益
者
と
な
る
生
活
道
路
の

整
備
と
道
路
の
安
全
確
保
・

環
境
整
備
へ
と
道
路
予
算
を

組
み
換
え
る
べ
き
で
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

寿
命
を
延
ば
す
に
は
口
が
大

き
な
要
素
に
な
る
」と
強
調
。

歯
を
残
し
た
り
、
義
歯
を
使

っ
た
り
し
て「
噛
め
る
口
」を

維
持
す
れ
ば
老
化
を
予
防
で

き
る
と
述
べ
、
セ
ル
フ
ケ
ア

と
歯
科
医
院
で
の
専
門
的
ケ

ア
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
心
身
が
少
し

ず
つ
弱
っ
て
い
く
「
フ
レ
イ

ル
」（
虚
弱
）
と
い
う
概
念

を
紹
介
。
む
し
歯
や
歯
周
病

に
よ
る
口
腔
機
能
の
低
下
が

低
栄
養
や
筋
肉
量
の
減
少
を

招
き
、
要
介
護
に
至
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
と
し
、

「
フ
レ
イ
ル
の
前
に
〝
口
の

崩
壊
〞
が
あ
る
。
噛
め
る
口

に
す
れ
ば
フ
レ
イ
ル
を
予
防

で
き
る
」
と
話
し
た
。

　

虚
弱
化
を
防
ぎ
、
健
康
長

寿
を
保
つ
前
提
と
し
て
、

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど

こ
へ
で
も
受
診
で
き
る
こ
と

が
大
切
。
皆
保
険
を
堅
持

し
、
窓
口
負
担
軽
減
と
保
険

範
囲
拡
大
を
実
現
す
る
こ
と

が
不
可
欠
」
と
述
べ
た
。

ろ
、
府
当
局
は
「
指
導
の
場

で
不
適
正
と
指
摘
し
た
事
項

を
基
本
に
自
主
返
還
を
お
願

い
し
て
い
る
。
そ
の
場
で
指

摘
出
来
る
よ
う
に
注
意
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
口
腔
保
健
条

例
の
制
定
や
、
歯
科
医
療
提

供
体
制
の
整
備
、
国
民
健
康

保
険
の
広
域
化
な
ど
の
問
題

で
交
渉
し
た
。

仕
事
だ
」
と
厳
し
く
指
摘
し

た
。

　

審
査
指
導
の
民
主
化
で

は
、
指
導
の
夜
間
開
催
や
持

参
物
の
簡
素
化
な
ど
に
つ
い

て
改
善
を
求
め
た
。
ま
た

「
指
導
の
場
で
の
指
摘
事
項

と
、
後
に
送
ら
れ
て
く
る
指

摘
が
異
な
っ
て
い
る
と
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と

し
て
改
善
を
求
め
た
と
こ

げ
て
「
今
こ
そ
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
拡
充
を
」
と
求
め

た
。
府
は
「
所
得
制
限
の
撤

廃
や
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ

る
考
え
は
な
い
」
と
話
し

た
。
協
会
は
、「
財
政
不
足

で
改
悪
あ
り
き
の
提
案
な
ら

誰
で
も
出
来
る
。
お
金
の
無

い
中
で
ど
う
や
れ
ば
制
度
を

よ
り
良
く
出
来
る
の
か
を
提

案
す
る
の
が
職
員
の
方
々
の

言
う
が
患
者
負
担
が
大
幅
に

増
え
、
対
象
者
が
絞
ら
れ

る
。
福
祉
の
縮
小
・
後
退
と

断
じ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
指

摘
。
府
は
「
対
象
拡
大
と
財

源
の
相
反
す
る
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
な
ど
と
し

て
、
重
度
精
神
障
害
者
等
の

対
象
拡
大
の
た
め
に
、
患
者

負
担
増
や
、
老
人
医
療
を
廃

止
す
る
考
え
を
認
め
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で

は
、
今
年
、
府
が
取
り
組
ん

だ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
お

金
の
問
題
で
受
診
で
き
な
か

っ
た
」
と
い
う
回
答
が
大
阪

府
で
１
・
８
％
、
大
阪
市
で

１
・
３
％
、
家
計
状
況
が

「
赤
字
」
の
世
帯
が
４
分
の

１
に
上
っ
て
い
る
こ
と
を
上

る
こ
と
で
一
人
ひ
と
り
が
明

る
い
展
望
と
安
心
を
持
て
る

府
政
へ
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

交
渉
で
は
、
福
祉
医
療
助

成
の
改
悪
に
つ
い
て
協
会
か

ら
「
一
部
拡
充
、
再
構
築
と

　

「
出
来
れ
ば
、
我
わ
れ
と
し
て
は
、
患
者
負
担

増
を
お
願
い
し
た
い
」
―
―
。
10
日
に
実
施
し
た

協
会
と
大
阪
府
の
交
渉
の
中
で
、
府
当
局
が
福
祉

医
療
費
助
成
制
度
を
再
構
築
す
る
と
言
い
な
が
ら

患
者
負
担
増
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
協
会
は
、
毎
年
、
歯
科
医
療
の
提
供
体
制

や
審
査
指
導
の
民
主
化
を
求
め
て
府
と
交
渉
を
行

っ
て
い
る
。
小
澤
力
理
事
長
を
は
じ
め
、
下
井
戸

昭
介
・
辻
本
勝
・
戸
井
逸
美
・
冨
本
昌
之
・
吉
田

裕
志
各
副
理
事
長
、
伊
津
進
弘
理
事
・
相
談
役
、

江
原
豊
・
杉
本
叡
・
中
西
幹
夫
・
矢
部
あ
づ
さ
各

理
事
の
ほ
か
、
事
務
局
を
合
わ
せ
て
22
人
が
参
加

し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
小
澤
理
事

長
は
、「
受
診
す
ら
出
来
な

い
府
民
の
苦
し
い
生
活
を
副

首
都
な
ど
と
い
う
幻
想
に
頼

る
の
で
は
無
く
、
府
民
の
暮

ら
し
、
い
の
ち
、
健
康
を
守

授
）
は
、
参
加
し
た
84
人
に

「
健
康
は
口
か
ら
始
ま
る
。

よ
く
噛
ん
で
健
康
長
寿
を
目

指
そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

足
立
氏
は
、
咬
合
や
咀
嚼

が
運
動
能
力
や
学
習
・
記
憶

力
に
影
響
す
る
と
し
た
研
究

結
果
を
示
し
な
が
ら
、「
健
康

　

歯
科
医
療
関
係
者
や
患
者

ら
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」

は
、
市
民
講
座
「
健
康
は
健

口
か
ら
〜
意
外
な
老
化
予
防

法
」
を
３
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。
講
師
の
足
立

了
平
氏
（
神
戸
常
磐
大
学
教

一
度
立
て
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

優
先
順
位

―
―
財
政
支
出
に
お

い
て
何
を
優
先
さ
せ

る
べ
き
か
。

　

誰
に
と
っ
て
も
必

要
な
も
の
へ
支
出
を

優
先
さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

歳
出
構
造
そ
の
も

の
お
よ
び
優
先
順
位

2008年度から10年間の道路事業費総額
（59兆円）の内訳

項　　目 割合

高速道路関係
高規格幹線道路・地域校規格道路 36.4％
環状道路・バイパスの整備等 32.9％

生活の安心・
安全　　　　

交通事故対策 5.4％
通学路の歩道整備 4.5％
踏切の安全対策 0.8％

（国土交通省「道路の中期計画」から）

保険でよい歯科医療を大阪連絡会

「噛める口」で健康長寿を
市民講座で足立了平氏が呼びかけ

大阪府と交渉

改
悪
あ
り
き

改
悪
あ
り
き

検
討
や
め
よ

検
討
や
め
よ

のの

福
祉
医
療

福
祉
医
療  

患
者
負
担
増
の
撤
回
迫
る

経
済
再
生
の
鍵
は
福
祉
型
財
政


